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（２） 柏市産業の状況と TOPICS 

①先端研究施設・連携拠点の集積 

 
 

■ トピックス 
 

柏の葉地域は，全国的にも有数の研究機関，インキュベーション施設や支援機関が集積

する地域です。また，近年新たな施設やプロジェクトが相次いで設立・計画され，新産業

の創出や先端産業の集積を促進する創造的な産業空間が醸成されています。 

● AI 研究拠点の開設 

平成 30 年 11 月に，国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）は，柏の葉地

区にある東京大学柏キャンパスⅡ内に，柏センター（AI グローバル研究拠点）を設立し

ました。同センターでは，Society5.0 の基盤をなす「人間拡張技術」を中核として，

産学官一体の研究拠点を構築し，AI 技術の社会実装の加速化を目指して，様々な研究が

行われる予定です。 

● 主な研究施設・連携拠点 
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● 主なプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ AI 新産業ネットワーク 

＜概 要＞ 

AI グローバル研究拠点，オープンデータ※プラットフォーム，地域コミュニティと

連携し，AI 活用ネットワークを構築して，新たなビジネスや経済社会システムへの多

様なアイディアの創出とその具体化を推進する。 

 

＜参 画＞ 

・主体：経済産業省関東経済産業局 

・コーディネーター：TEP 

・大日本印刷㈱，まくら㈱，ドローンワークス㈱，㈱フジクラ 他 

・産総研，柏市 

◆ メディカルデバイスイノベーション in 柏の葉 

＜概 要＞ 

国立がん研究センター東病院を核とした医療機器イノベーションのエコシステム構

築を目指す。 

 

＜参 画＞ 

・主催：国立がん研究センター東病院，東大柏ベンチャープラザ（中小機構），TEP 

・後援：厚生労働省，経済産業省 他 

・協賛：三井不動産㈱，LINK-J 他 

◆ 柏の葉 IoT ビジネス共創ラボ 

＜概 要＞ 

IoT の事業会社やフィールド提供者が参画し，柏の葉における IoT プロジェクトの

実証実験・実装を支援することで，製品・サービスの普及・事業化を目指す。 

 

＜参 画＞ 

・幹事企業・事務局：ドローンワークス㈱，三井不動産㈱ 

・事務局：日本マイクロソフト㈱ 

・参画企業：大日本印刷㈱，まくら㈱ 他 

・運営協力：UDCK，柏市，TEP，東大 FC 

◆ 柏の葉キャンパスタウン構想委員会「新産業創造部会」 

＜概 要＞ 

AI・IoT 分野とライフサイエンス※・メディカル分野における新産業創造の推進。柏

の葉における実証フィールドの構築・提供や情報発信を通じて関連分野の集積を目指

す。 

 

＜参 画＞ 

・コアメンバー：UDCK，柏市，三井不動産㈱ 

・参画メンバー：国立がん研究センター東病院，東大柏ベンチャープラザ，TEP，千

葉県，東葛テクノプラザ，柏商工会議所 
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②商業（中心市街地） 

 

 

■ トピックス 

● 中心市街地の再開発 

柏駅周辺地区は広域商業拠点として認知されている一方で，近年は郊外への大型店

の立地等の影響により賑わいにかげりが見られています。市街地再開発事業等の計画

においては，道路・広場などの都市環境整備とともに，商業・業務施設の集積を図り

中心市街地の魅力を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ● 「柏セントラルグランドデザイン～柏駅周辺基本構想～」の策定 

柏駅周辺のまちづくりのプラットフォームである柏アーバンデザインセンター

（UDC2）において，駅 500m圏内の 20 年後のまちの将来像を描いた柏セントラル

グランドデザインが策定されました。この計画では，描いた将来像を実現化するため

4 つのテーマと 15 の戦略を定め，柏セントラルに関わる様々な主体がそれぞれ果た

すべき役割について示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲柏セントラルのまちづくりの 4 つのテーマと 15 の戦略 

▲柏駅周辺の様子 
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  ● 柏駅周辺大型店の小売年間販売額の推移 

柏駅周辺の大型店の販売額は，郊外型複合商業施設の立地や E コマース※市場が顧客

を集めていること等により年々減少していますが，平成 28 年 9 月にそごう柏店が閉店

したことから，さらに減少しています。 

 

 
 

 

 

 

  

▲柏駅周辺大型店の年間販売額（推計値）の推移 

（出所：平成 29 年度 認定中心市街地活性化基本計画のフォローアップに関する報告） 
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■ データ・統計 

● 商圏人口の減少 

平成 28 年度の柏市の商圏人口は，つくば市（人口：22 万人）が商圏から外れたこ

ともあり，平成 23 年度に比べ 15 万人減少し，237 万人になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 吸引率（人口）の推移 

柏駅周辺及び柏の葉キャンパス駅周辺の吸引率は，平成 23 年度に比べて減少して

います。一方，平成 23 年度調査時点にはなかった「セブンパークアリオ柏（平成 28

年 4 月 25 日開業）」が柏の葉キャンパス駅周辺を上回る 4.0％の吸引率を有してい

るほか，「イオンモール柏」（3.2％）や「モラージュ柏及びその周辺」（1.7％）も吸引

率が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲柏市内各地域・施設別の吸引率 
（出所：平成 28 年度 柏市商業実態調査） 

▲セブンパークアリオ柏 

▲柏市の商圏の範囲（出所：平成 28 年度 柏市商業実態調査） 
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③製造業 

 

■ トピックス 

● 地域未来投資促進法に基づく計画書の国の同意 

地域未来投資促進法は，地域の特性を生かし，高い付加価値を創出することにより地 

域経済を牽引する事業「地域経済牽引事業」を実施する民間事業者等を国と都道府県・

市町村が一体となって支援するものです。 

柏市は千葉県と共同で基本計画を作成し，平成 29 年 9 月 29 日に国の同意（第 1 号 

認定）を得ました。本計画に基づき，柏市はより一層，AI・医工連携・地域資源を活用

した産業・観光の発展を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲柏市の地域未来投資促進法に基づく計画書（概要版） 
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■ データ・統計 

● 製造業の事業所数・従業員数の減少 

柏市の製造業分野の事業所数は 10 年間で 34％減少しており，従業員数は 10 年

間で 30%減少しています。 

 

    
 

 

 

 

● 柏市製造業の稼ぐ力・効率性 

柏市の製造業の稼ぐ力，効率性を全国の市区町村と比較した結果をみると（付加価

値額，労働生産性の特化係数），いずれも全国水準を下回る結果となっています，（付

加価値額の特化係数：0.65，労働生産性の特化係数：0.77）。 

近隣でものづくり産業が盛んな東京都大田区，墨田区と比較しても，製造業の稼ぐ

力，効率性ともに差が見られる状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲柏市の製造業分野の事業所数の推移 
※従業員数 4 人以上の事業所 

（出所：工業統計） 

▲柏市の製造業分野の従業員数の推移 
（出所：工業統計） 

▲柏市製造業の付加価値額，労働生産性の特化係数の全国との比較（H24） 
（出所：RESAS より） 

10 年間で
34％減 

10 年間で
30％減 
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● 成長産業分野への将来的な関わり合いの可能性 

柏市の製造業者を対象としたアンケート調査結果によると，成長産業分野への将来

的な関わり合いの可能性は，関わる可能性があるが「AI（人工知能）」44.0％，「IoT・

ビッグデータ」52.2％，「ライフサイエンス※・健康」60.9％，「環境・再生可能エネ

ルギー」61.5％であり，市内製造業者の成長産業分野への関心は比較的高い結果とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 成長産業分野へ取り組む際の問題・障壁 

柏市の製造業者を対象としたアンケート調査結果によると，成長産業分野へ取り組

む際の問題・障壁については，「知識やノウハウの不足」，取り組むための「人材」「設

備」「資金」の不足という回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲AI（人工知能）について 
▲IoT について 

◀ライフサイエンス・健康について 

▲成長産業分野へ取り組む際の問題・障壁（出所：柏市産業構造分析調査（平成 28 年度）） 

▲柏市の製造業分野の成長産業分野への将来的な関わり合いの可能性 
（出所：柏市産業構造分析調査（平成 28 年度）） 

n=25 

n=23 

n=23 

n=13 

n=4 

n=4 

n=2 

n=2 

関わる可能性が

ある

44.0%

52.2%

60.9%

61.5%

25.0%

100.0%

関わる可能性は

ない

16.0%

21.7%

21.7%

23.1%

50.0%

75.0%

わからない

40.0%

26.1%

17.4%

15.4%

50.0%

100.0%

AI（人工知能）

IoT・ビッグデータ

ライフサイエンス・健康

環境・再生可能エネルギー

スポーツ

観光

コンテンツ産業

その他
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● 成長産業分野へ取り組む際の問題・障壁を取り除くための支援 

柏市の製造業者を対象としたアンケート調査結果によると，成長産業分野へ取り組

む際の問題・障壁を取り除くための支援は「パートナーとのマッチングに関する支援」

「自社における取組方法のアドバイス・指導」に関する意見が多くなっています。 

その他として，AI については「セミナーや研究会」「設備投資」，IoT・ビッグデータ

については「資金調達」，ライフサイエンス・健康については「セミナーや研究会」「情

報発信」等の意見も多くみられます。 

 

 

  

◀ライフサイエンス・健康について 

▲成長産業分野へ取り組む際の問題・障壁を取り除くための支援 
（出所：柏市産業構造分析調査（平成 28 年度）） 

▲AI（人工知能）について ▲IoT について 
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④農業 

 
 

■ トピックス 

● 地域の野菜が食べられるレストランの開業 

柏市産の朝採り新鮮野菜が並び，ほぼ午前中でなくなってしまうほどのにぎわいをみ

せている農産物直売所「かしわで」（平成 16 年 6 月オープン）に併設して，平成 28

年 6 月に農家レストラン「さんち家（さんちや）」がオープンし，より一層，柏市産の

野菜のおいしさをもっと多くの人に伝えることに貢献しています。 

また，平成 29 年 4 月には道の駅しょうなんの隣に柏市産，特に沼南の野菜を中心

にしたメニューを提供する「野菜レストラン SHONAN」がオープンするなど，柏市産

の野菜を使ったレストランが増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 生産量全国１位のかぶをアピールするための特産品 

柏市はかぶの生産量全国１位ですが，これをアピールするための取組の一つとして，

かぶの生産の過程で廃棄処分となっていた規格外品を利用し，「柏のかぶソフトクリー

ム」を開発し，平成 26 年に道の駅しょうなんの中にあるレストラン「ヴィアッヂオ」

にて販売を開始しました。 

 

 

  

▲農家レストラン「さんち家」 ▲『野菜レストラン SHONAN』 

▲生産量全国１位のかぶ ▲柏のかぶソフトクリーム 
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■ データ・統計 

● 農地の減少 

柏市の農地面積は減少傾向となっています（2005 年から 2010 年の増加は合併

によるもの）。特に，畑地面積の減少が大きく，耕作放棄地の拡大も深刻化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 農業従事者の減少 

柏市の農業従事者は 10 年間で約 4 割減少，農家数も 10 年間で約 3 割減少しまし

た。また，農業従事者の高齢化も進んでいます。 

 

 

 

 

  

▲柏市の経営耕地面積の推移（出所：農林水産省｜農林業センサス） 

▲柏市の農業就業人口の推移 

（出所：農林水産省｜農林業センサス） 

▲柏市の農業従事者の平均年齢の推移 

（出所：農林水産省｜農林業センサス） 
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● 地域の存続のために一番必要なこと 

柏市の農業従事者を対象としたアンケート調査結果によると，地域の農業が存続し

ていくうえで一番必要なことについては「農業者の確保・育成」が 80％と他を圧倒し

て一番回答が多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 柏市産農産物の販売を促進するために必要な取組 

また，柏市の農業従事者を対象としたアンケート調査結果によると，柏市産農産物

の販売を促進するために必要な取組については「飲食店，ホテル，旅館，学校給食な

どで柏市の食材を利用すること」，「柏市産農産物の販売場所を増やすなど，販路を拡

大すること」，「柏市産であることをわかるような表示をすること」の順に回答が多く，

地域内消費や柏市の農産物の PR の重要性が示唆されました。 

 

 

 

  

▲地域の農業が存続していくうえで必要なこと（複数回答） 

出所：柏市産業の現状と課題に関するアンケート調査（平成 30 年度） 

▲柏市産農産物の販売を促進するために必要な取組（複数回答） 

出所：柏市産業の現状と課題に関するアンケート調査（平成 30 年度） 
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⑤観光 

 
 

■ トピックス 

● 2019 ラグビーＷ杯公認チームキャンプ地へ応募 

柏市では，柏市ラグビーキャンプ地誘致委員会（平成 29 年 1 月設立）の協力を得

て，平成 31 年（2019 年）に日本で開催されるラグビーのワールドカップに向け，世

界ランキング 1 位（平成 3１年３月時点）で前回大会の覇者（２連覇中）でもある，ニ

ュージーランド代表（オールブラックス）が柏市で事前キャンプを行うことになりまし

た。 

 

 

 

 

● 手賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会の発足 

手賀沼及び周辺地域全体の活性化を目的とする，地元民間事業者を中心とした「手

賀沼アグリビジネスパーク事業推進協議会」が平成 28 年度に発足しました。本協議

会は，地域住民と一緒に，地域資源を活用した観光商品等の開発，周辺地域の魅力情

報発信，農泊の推進等を行い，新たな人の流れを創出するとともに，交流人口増加に

よる手賀沼及び周辺地域全体の活性化を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲手賀沼 ▲道の駅しょうなん 
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■ データ・統計 

● 観光入込の推移 

柏市の観光入込客数は増加傾向でありましたが，平成 28 年（2016 年）から減少

しており，宿泊客数は増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 柏市内における外国人の滞在箇所 

柏市内においては，柏駅・南柏駅周辺や柏の葉キャンパス駅周辺に外国人の滞在が

多く見られています。 

 

  

▲柏市における外国人の滞在箇所 

出所：RESAS 
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▲柏市の観光入込客数の推移 

（出所：千葉県観光入込調査報告書） 

▲柏市の宿泊客数の推移 

（出所：千葉県観光入込調査報告書） 

南柏駅 
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●柏市観光の発展のために必要な取組 

柏市の観光事業従事者を対象としたアンケート調査結果によると，柏市観光の発展

のために必要な取組については「地域ならではの特産品・料理などの充実」，「案内や

情報発信の強化」，「新しい観光資源の創出」の順に回答が多く，柏といえば〇〇とい

うような地域ブランドの強化や積極的な観光情報発信の強化の必要性が示唆されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲柏市観光の発展のために必要な取組（複数回答） 

出所：柏市産業の現状と課題に関するアンケート調査（平成 30 年度） 
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（３） 柏市産業の強みと弱み（SWOT 分析） 

 内部環境 外部環境 

強み 

強み (Strengths) 
●先端産業の集積ポテンシャルがある 

・産総研 AI 研究拠点の活用を通じた関連産業の集

積・活性化 

・市として地域未来投資促進法に基づく基本計画が

認定されており，市内の成長性の高い産業に財政

等の投資が行われる 

・産業支援機関，産学官連携機関等が集積しており，

産学官コラボレーションによる医工連携等の研究

開発等，先端技術を生みやすい環境を有している 

・技術力の高い中小部材メーカーが集積している 

・市の基幹産業である製造事業者の多くは「AI・IoT・

ライフサイエンス」等の先端産業の有望性を認識 

●良好な生活環境・都市機能がある 

・柏の葉エリアをはじめ複合商業施設が複数立地 

・柏駅周辺地区（中心市街地）で，再開発により人

口が増加している 

・複数の鉄道や国道，常磐自動車道が通っており首 

 都圏の交通の要衝となっている 

・千葉・茨城における商業中心都市となっている 

●交流人口拡大や賑わい創出のポテンシャルがある 

・手賀沼やあけぼの山農業公園，国の重要文化財で

ある旧吉田家住宅等，多様な観光資源がある 

・ホームタウンスポーツチームを有しており，スポ

ーツ観戦による集客が見込まれる 

・生産量日本一を誇るかぶをはじめとした農産物の

生産や地産地消が可能な農業立地を有している 

・道の駅しょうなんでの農産品の販売や農家レスト

ラン「さんち家」等，農と連携した新たな資源の

創出による集客がある 

機会 (Opportunities) 
・市内に集積が期待される「AI・IoT・ビッグデータ」

「ライフサイエンス・健康分野」において，市場の成

長が見込まれる 

・TX 沿線地域の人口や不動産投資の増加，ベンチャー

向けの起業支援組織である TX アントレプレナーパ

ートナーズの設立（平成 21 年）により，柏の葉エ

リアにおいても起業に向けた機運が向上している 

・良好な交通環境とマーケットへの近接性により，販

路開拓等の可能性が見込める 

・近隣地域の人口は増加傾向を維持しており，将来の

減少も緩やかであることから，人口減による商圏内

の取引への影響がでにくい 

・商圏（千葉県，埼玉県，茨城県）の百貨店・総合スー

パーの１事業者あたり売上が増加傾向 

・2020 東京五輪開催により，海外との往来が活発化

されることが期待される 

 ⇒柏市は東京五輪への基本（対応）方針を策定 

・2019 年ラグビーワールドカップの日本開催 

 ⇒ニュージーランド代表が事前キャンプを柏で実施 

・地方創生への投資・機運 

・量的緩和政策等による創業，設備投資等のしやすさ 

 

弱み 

弱み (Weaknesses) 
●市の基幹産業の一つである製造業の衰退の傾向があ

る 

・事業所数・就業者数が減少傾向 

   ⇒景気の低迷や海外との競争，ニーズ変化への

対応が理由 

・製造業の稼ぐ力，効率性が全国水準より低い 

・既存事業者の新分野への参入・新技術への対応が

できていない 

●商業分野のマーケットが縮小傾向にある 

・商圏人口の減少，吸引率の減少 

・柏駅周辺の大型店の小売年間販売額の減少 

・大型商業施設の撤退，地域商店街の会員数の減少 

●農産品の生産能力が低下している 

・農地，農家戸数，農業就業者の減少 

脅威 (Threats) 
・国際競争力の低下，新興国※等との競争激化 

・グローバル化の進展等による地域産業の空洞化 

・人口減少に伴う国内市場の縮小 

・国内地域間競争の激化，競争相手の増加 

・近隣商業施設の進出による集客競争の過熱 

・商圏の各種小売業者の店舗数の減少 
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（４） 柏市産業の課題 

我が国の産業構造の変化や柏市産業の状況をふまえ，柏市産業の課題を次のように整理しまし

た。 

 

 

 

① 商圏人口の減少に対応した，個店・商業施設の魅力向上・経営革新 

柏駅周辺は千葉県北西部及び鉄道沿線の商業中心地となっているが，百貨店の撤退や郊外型

商業施設との競合などを背景に，吸引人口は減少しています。柏の葉キャンパス駅周辺や商店街

については，住民ニーズに対応した店舗が少ないという声が聞かれています。 

こうした環境下において，地域の集客力を高めていくためには，来街者の回遊性を向上させる

ことや商業集積を形成する各個店がそれぞれに魅力を高めていくことに加え，顧客ニーズを的

確に把握するとともに，勘と経験による経営から脱却して客観的な数値に基づいた経営判断を

行うなど，従来の経営を変革していくことが求められます。 

 

② 吸引率が高く，人口が安定している柏駅周辺や柏の葉キャンパス駅周辺の足元商圏の囲

い込み強化 

柏駅周辺の吸引率を市町村別に比較すると，柏市が 32.6％と突出して高くなっているのに加

え，柏駅周辺の中心市街地や柏の葉キャンパス周辺の人口は増加傾向にあります。こうした現状

に鑑み，各商店・商業施設における顧客獲得に向けては，商店街間・商業施設間の連携や地域資

源の活用等により，高い来店頻度が期待できる柏市内等の地域の消費者の囲い込みに注力して

いくことが効果的であると考えられます。 

 

③ 情報発信の不足が指摘されている市内商店における効果的な情報発信の推進 

小売業や飲食業においては，事業者から消費者に向けた情報発信は，売上の向上に向けた重要

な取組みの 1 つとなりますが，商店街の利用者アンケートでは，商店街を利用しない理由とし

て，情報発信の不足が挙げられています。小売・飲食事業者においては，情報発信の有無や巧拙

が集客力を左右するという現状をしっかりと認識した上で，様々なツールを活用して，効果的に

情報発信を行うことが求められます。 

 

④ 会員数が減少している商店街における最適な業種・店舗構成の維持 

商店街の会員数の減少とともに，生鮮三品の店舗が揃わないなど，利用者のワンストップショ

ッピング※の利便性が低下している商店街も少なくないものとみられます。商店街においては，

業種・店舗構成が崩れることにより商店街全体の魅力が低下することがないよう，空き店舗や不

足業種の発生を未然に防ぐとともに，そうした状況に陥った際には迅速に改善できるよう，対応

 １） 商業・中心市街地の課題 
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策を準備しておくことが求められます。また，商店街や会員が抱える課題は様々であり，中長期

的な視点も持って，それぞれの商店街の状況や商店街会員の意向に応じたきめ細やかな支援が

求められます。 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染症の影響の中長期化に伴う購買行動・顧客ニーズの変化 

新型コロナウイルス感染症拡大については，令和 2 年以降，中長期的な影響が続いています。

この間，感染防止の観点から非接触型の決済手段の急速な伸び（キャッシュレス決済）や，外出

自粛を踏まえたＥＣ（イーコマース）の拡大により，消費者の購買行動が大きく変化していま

す。これらの新しい動きに対応した新商品の展開やキャッシュレス対応等への変化が求められ

ており，アフターコロナも見据え，市内事業者の新ビジネス創出の支援や，いわゆる「ＩＴ弱者」

と言われている，主に高齢の事業者に対し，分かりやすい説明会や講座の開催によるＩＴ弱者か

らの脱却を支援することも求められます。 

 

 

 

 

① 先端産業の集積ポテンシャルが高い成長産業分野の誘致 

本市の製造業の活性化に向けては，国内外の成長産業分野を取り込み，これからの社会のニー

ズに対応していくことが求められます。柏市産業構造分析調査における国内外の動向，市内産業

のニーズ等より，市内産業が取り組むべき成長産業として，「AI」「IoT・ビッグデータ」「ライフ

サイエンス※・健康」が有力であり，これらの分野を市内に取り込む必要があると言えます。そ

のため，これらの分野に取り組む付加価値の高い企業の戦略的な誘致を推進していくことが求

められます。 

 

② 集積の多い，技術力の高い市内の既存の中小部材メーカーと親和性の高い成長産業分野

及び関連分野への参入促進 

中小部材メーカーが集積する本市では，大手企業のように最終製品を生産する事業所はない

ものの，独自の高い技術を保有する事業所も多くあります。現状の本市製造業の全国水準と比較

し低い稼ぐ力及び生産性，中小事業所を中心に極めて厳しい操業環境を改善し，本市製造業が

「魅力ある産業」であるためには，中小事業所の高い技術を活かすとともに，各事業所が適切に

稼ぐための生産体制を構築することが求められます。成長産業分野を取り込むことで，市内の中

小部材メーカーを中心とする本市製造業の活性化，生産性向上等に繋げることが必要となりま

す。 

 

③ 柏市製造業のイメージアップと人材育成 

本市製造業の事業所数，従業員数の大幅な減少に歯止めをかけ，「企業や人が自ずと集まる産

 ２） 製造業の課題 
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業」を目指すうえでは，製造業に関わる人を育て魅力を向上させることについて中長期的な視点

も含めて検討していく必要があります。また，後継者不在が課題となる企業が今後増加していく

可能性が高いことから，事業承継を支援する仕組みづくりが求められます。 

 

④ 工業用地の保全・確保 

  本市は，東京都心から 30 ㎞に位置し，広域交通基盤も発達していることから，製造業の立地

条件としては優位にあり，適地や条件が整えば，域内外の事業所の立地ニーズは高いものと考え

られます。しかし，既存の工業団地には空き用地が少なく，企業立地に係る問合せもありながら，

用地不足等により，新規立地ニーズに対応できない状況にあります。そのため，周辺環境に配慮

しながら，既存の工業団地の有効利用や新規工業用地の整備を図ることにより，工業用地の確保

を図る必要があります。 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染症の影響の中長期化や，エネルギー・原材料価格の高騰等への

対応 

新型コロナウイルス感染症拡大によるサプライチェーンへの影響や，ウクライナ情勢によるエ

ネルギーや原材料価格の高騰等により，製造業にも大きな影響が生じています。 

事業環境が大きく変化している中，アフターコロナも見据え，今後の事業継続に向け，事業の

再構築，販路拡大，デジタル化などの取り組みが求められており，そのような動きを支援してい

くことが必要です。 

 

 

 
 

① 離農や規模縮小により，耕地として利用されていない農地の有効利用 

離農や規模縮小により，耕地として利用されない農地は，担い手が，農業生産に利用できるよ

う，農地中間管理機構との連携も図りつつ，集積に取り組む必要があります。 

 

② 畑地の耕作放棄地が拡大している市内の農地，農業の担い手確保のための新規就農者の

確保，定着 

畑地を中心とした本市の農地，農業の担い手を確保するため，地域の実情にマッチした新規就

農者の確保，定着に向けた支援及び体制の整備に取り組む必要があります。 

 

③ 農業従事者の減少に対応した，専業農家の経営拡大 

個性豊かな専業農家や農業後継者を育成するため，個々の実情や経営の方向に即した交付金

の導入や事業活動の支援等の経営拡大支援に取り組む必要があります。 

 

 ３） 農業の課題 
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④ 都市化による農業生産環境の悪化を克服するため，消費者に近い都市のメリットを活かし

た，市民・消費者の農業理解の推進 

消費地と生産地が隣接する環境は，消費者に農作物を直接販売しやすい等のメリットがある

反面，生産面では，農地へのごみの投棄，農作業への苦情の問題等のデメリットも生じていま

す。こうした中，消費地と生産地が隣接するメリットを活かし，農業生産へのデメリットを克服

するため，市民や消費者に対する農業理解を促進する必要があります。 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染症の影響の中長期化や，エネルギー・肥料価格の高騰等への対

応 

  新型コロナウイルス感染症の拡大による食生活の変化や，ウクライナ情勢によるエネルギーや

肥料等の高騰により，農業にも大きな影響が生じています。 

 農業の実状を踏まえながら，農業者の意向に応じたきめ細やかな支援をしていくことが必要で

す。 

 

 

 

 

① 活用があまりされていない観光資源の磨き上げ 

柏市は，柏駅を中心とする商業施設の集積，あけぼの山公園や手賀沼エリア周辺の農業景観，

柏の葉キャンパス駅を中心とした大学や研究機関の集積等，エリアごとに異なる特徴を持った

まちとなっています。そして，それぞれのエリアの持つ魅力に惹かれて，若者やファミリー層，

ビジネスマンや研究者たちが集まってくるまちとなっています。これらの全てを観光資源と位

置付けて，集客や誘致の取組を行なっていきます。 そして， ており，それぞれのエリアの持

つ魅力に惹かれて，若者やファミリー層，ビジネスマンや研究者たちが集まってくるまちとなっ

ていますが，これらを有効活用できていません。 より一層の観光資源の磨き上げのため，特

に，手賀沼エリア周辺の観光資源の磨き上げや  基盤  環境整備についても 分野横断的な視点

による体制の構築やビジョンの共有，ビジョンに基づく取組の実施が求められます。 

 

② 情報発信の不足に対応した，シティプロモーションの促進 

本計画でいう「シティプロモーション」とは，柏市の PR 手法を見直し，認知度を高め，集客

に働きかけることに加えて，柏で働き，住みたいという人材を呼び込み，都市の魅力を強化しブ

ランドイメージを確立することです。 情報発信の方法としては，フェイスブックやツイッター

等の SNS の活用を含め，効果的な PR 手法を展開していきます。 これまで明確ではなかった

ターゲット層を絞り込み，総花的ではなく，「柏ならでは」の情報発信に戦略的に取り組むこと

が重要と考えられます。 

 

 ４） 観光の課題 
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③ ホームタウンスポーツチーム等これまでの取組を活かしたスポーツツーリズムの展開 

サッカーJ リーグチームである柏レイソルやバスケットボール女子日本リーグ（W リーグ）

JX-ENEOS サンフラワーズ等，集客力のあるホームタウンスポーツを活用したスポーツツー

リズムの展開が期待されます。 

 

④ 観光推進体制の強化 

柏市観光協会の事業に注力することができるプレーヤーの不足など，現状では観光振興の担

い手の不足がみられます。観光・産業全体の底上げのためには，観光振興の推進体制の強化が求

められます。 このため，現状の地域の魅力発信を行っている組織のあり方を検討し，発信力を

はじめとする体制強化に取り組むことが求められます。 

 

⑤ 市域を超えた広域連携の展開 

観光をする際に市町村界を意識する観光客は多くありません。「柏市」としてのみではなく，

千葉県東葛地域と連携した取組はこれまであまり行われておらず，広域連携による誘客施策の

展開が求められます。 

 

 

 

 

 ライフスタイルの変化や雇用の仕組みの多様化により，自らが事業を興すことを選択する人

材が増加しています。本市においては，大学発ベンチャーの拠点となる施設や，民間中心のコワ

ーキングスペースが整っており，また，都心部への交通利便性も高いことから，創業を志す人に

とっては，魅力的な地域と考えられます。持続可能なまちであり続けるためにも，この地域の特

性を活かし，多くの創業者が集い，新しい産業を立ち上げ，事業を継続しやすい環境を構築して

いくことが求められます。 

 

① 市内全域について 

 交通の利便性，まちの賑わいや豊かな自然環境，多様な事業者や学術研究機関の集積

など，創業を振興していく上での地域の強みが活かしきれていません。地域の強みを生

かし，創業にかかる支援制度を整えていくことで，誰もが創業しやすい環境づくりをし

ていく必要があります。 

 

② 柏の葉エリアについて 

 ア 認知度の向上 

 柏の葉エリアには，東京大学，千葉大学，産業技術総合研究所，国立がん研究センタ

ー東病院などの我が国最先端の研究施設や，東大柏ベンチャープラザや東葛テクノプラ

ザ，KOIL 等のインキュベーション施設が集積しています。特にライフサイエンスやそ

 ５） スタートアップの課題 
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の関連分野については起業環境が整っていると考えられますが，全国的な認知度は高い

とは言えません。 

 インターネットを通じた情報発信や，起業を志す方を対象としたシンポジウムの開催

などにより，積極的な PR を行っていくことが求められます。 

 

 イ 事業拠点の確保 

 柏の葉エリアで起業するスタートアップ企業は，研究等に要する設備が整い，賃料も

低額に抑えられている東大柏ベンチャープラザや東葛テクノプラザなど，公営インキュ

ベーション施設を拠点とすることが多くありますが，入居できる期限が定められていま

す。入居期限満了後，同エリア周辺での移転を希望しても，事業用地を見つけることは

困難であり，また，用地や物件が見つかったとしても賃料が負担できず，市外に移転し

てしまうケースが多くあります。 

 柏の葉で起業した企業が，市内で長期に渡って事業を継続することができるよう，用

地情報の提供や，市内の民営インキュベーション施設に移転した際の経済的な支援が求

められます。 

 

 

 

 

① 雇用について 

 ライフスタイルの変化や雇用の仕組みの多様化により，従来型の雇用スタイルにとらわれな

い多様な雇用のニーズに合った仕組みを構築することで，人材不足の業種と働くことを希望する

人材のマッチングを進めることが求められています。 具体的には，専門的な知見を有する人材の

副業による獲得や，フルタイム出社で勤務することができない方にも対応可能な短時間勤務形式，

テレワークの推進が期待されます。これらの実現には行政，商工団体，民間企業，ハローワークの

連携が重要となります。 副業や短時間勤務による専門人材の獲得，テレワークの推進など，ハロ

ーワークや商工団体，事業者との連携が重要となります。 

 

② 創業について 

 ライフスタイルの多様化や雇用の仕組みの多様化により，自らが事業を興すことを選択する

人材が増加しております。本市においては，大学発ベンチャーの拠点となる施設や，民間中心のコ

ワーキングスペースが整っており，また，都心部への交通利便性も高いことから，創業を志す人に

とっては，魅力的ある地域と考えられます。この地域の特性を活かし，創業者が創業し，事業を継

続しやすい環境を構築することで，「柏版シリコンバレー」としての発展が期待されています。 

  

 ５ ６ ） 新たな多様な働き方 


